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れもと教えても学生は消化しきれませ

んし、3年や5年は使えても10年後に

はもう古いという類の知識もありま

す。それよりも、工学でいえば力学で

あったり材料学であったり、それぞれ

の分野に固有の基本的な力が得られ

る授業にしましょうと」。

同時に、4時限・5時限に当たる空き

時間が「人が育つ」時間となることも期

待されている。学生主体の自主学習

や、英語学習に特化したアクティブ・

ラーニングスペース「E-square」（ネイ

ティブスピーカー中心の英語教員が交

代で常駐し、学習サポートを受けるこ

とができる）の活用、理論と現実を結び

つける経験となるフィールドでの課外

活動等を想定している。

高校・社会との連動性を
目的とした「教育講師制度」

もう1つの特徴的な制度は教育講師

だ。主に企業での実務経験の豊富な

人材を、初年次教育からキャリア系科

目、就職支援まで4年間継続して学生

の指導・支援に当たる教員とするもの

で、正規教員の職制としては全国初と

いう。現在、12人の教育講師が各学群

に2〜3人ずつ配置されている。「企

業で活躍して相当な地位までいって

退職した方、高校の校長経験者等を、

学位や研究実績にはこだわらずに教

育講師として採用することで、高校と

の連続性、社会との連続性をつける狙

いです」。

まず高校からの接続について、教育

講師が導入科目「スタディスキルズ」を

担当。大学の講義を聴くために必要な

基本的な技術、スキルを身につけ、高

わらないかもしれません。しかし、教

育講師の先生がおられるので、『君、こ

こ行ったらどう？』『こういうところが

向いているんじゃないの』等のアドバ

イスがもらえるわけです」。

ただし磯部学長は、教育講師の働き

を強調しすぎることに懸念も示す。「そ

れ以外の教員も、教育に対する力の入

れ方が他大学に比べてずっと大きい」

からだと言う。「大学の先生は何より

研究が大事となりがちですが、本学は

私立大学から始まっていることもあっ

て、教育が大事なミッションだという

思想が行き届いているので、例えば『イ

ンターンシップはぜひ行ったほうがい

い』という話等も、教育講師以外の先生

方が積極的にしています」。

私学の効率性と公立大学の
自由度が両立する風土

教育が大事という合意が全学でで

きていることが、授業時間の集中化を

はじめとする改革が進むうえで大きな

要素ではないかと磯部学長は言う。

例えば学生による授業評価、授業風

景のビデオ公開など、「正直、面白くな

校とは異なる勉強の仕方に慣れてい

きながら、大学という新しい環境での

カルチャーショックをやわらげる意図

もある初年次教育だ。「1クラス15人

ぐらいですので、学生の顔と名前どこ

ろか、性格までわかってしまうぐらい

の親密な関係でやっている」と、相当き

めこまかな体制だ。

社会への接続でも、「キャリアプラン

（基礎、1、2）」科目を主に教育講師が担

当する。「将来どんなことをやりたい

のかについて聞くというような非常に

ベーシックなところから始めて、その

ためにどんな学びが必要か、具体的に

企業名が決まり、最終的にそこへ入る

ための面接指導等に至るまで、面倒を

見ます」。

キャリア形成支援の一環としてはイ

ンターンシップも盛んで、学生の約8割

が履修する。海外インターンシップも、

初期こそ学生が尻込みする気配が

あったものの、今は募集の3倍ほど希

望者が出るといい、毎年8〜13名がタ

イ、ベトナム、インド等に行っている。

「インターンシップは、このように言

葉で説明すると他大学とそれほど変

大学は、最終学歴となるような「学び

のゴール」であると同時に、「働くこと

のスタート」の役割を求められ、変革を

迫られている。キャリア教育、PBL・ア

クティブラーニングといった座学にと

どまらない授業法、地域社会・産業社

会、あるいは高校教育との連携・協働

と、近年話題になっている大学改革の

多くが、この文脈にあると言えるだろ

う。

この連載では、この「学ぶと働くを

つなぐ」大学の位置づけに注目しなが

ら、学長及び改革のキーパーソンへの

インタビューを展開していく。各大

学が活動の方向性を模索する中、様々

な取組事例を積極的に紹介していき

たい。

「日本にない大学」掲げ、
2009年公立大学法人へ

今回は、開学から20年の新しさと、

学生数約2000人の規模の小ささを利

点と捉えて独自の試みを続ける高知

工科大学で、磯

部雅彦学長にお

話 をうか が っ

た。昨今私立大

学の公立化が

進んでいるが、

いち早く2009年度に公設民営大学か

ら公立大学法人に転じたことでも注目

を集めている。

高知工科大学が1997年度の開学以

来現在まで一貫して掲げる理念は「日

本にない大学」。大学のあるべき姿を

教育・研究・社会貢献のいずれにおい

ても常に追求し、世界一流の大学を目

指す、という意味だ。2015年度に就任

した磯部雅彦学長は、特に教育につい

て、「一言で言えば、とにかく力のある

大学生を社会に相応の待遇で送り出

したいということ」と語る。

就職実績は就職率99％〜100％と

好調で、あえて課題を挙げるなら県内

就職率だ。「入学者の割合では県内が

25％ぐらい。地元で就職したいという

学生はたくさんいますが、高知県内で

は、工学の分野、製造業で求人する企

業がなかなか少ないものですから、県

内就職率が2割程度にとどまっていま

す」。県外からの学生は、出身県に帰る

より、東京や大阪に行くケースが多い

という。

基礎力をつけるため
授業を厳選

「人を育てるのではなくて、人が育つ

大学にしたい、という教育理念があり

ます」と言う磯部学長が、他大学とは異

なる施策として挙げるのは「授業時間

集中化」「教育講師制度」の2つだ。

2017年度に始まった「授業時間集中

化」は、科目数を大幅に減らし、授業を

原則として3時限目までに集中させる

というもの。基礎的な力をつけるため

に授業科目を厳選したという。「基礎

的とは易しいという意味ではなく、学

生が一生を通して使えるきちんとした

学力・能力という意味です。あれもこ
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いと感じている人もいるでしょう」と磯

部学長は大学教員の心理を読み解く。

「でもだからといって拒絶することは

なく、制度として実施できているのは、

学生が大事なら当たり前、という意識

があるからだと思います」。

教員評価も、学生の授業評価を含む

教育成果、研究成果、社会貢献、大学運

営に対する貢献という4項目からなり、

全ての項目が、最終的には年俸や昇格

にもつながるシステムだ。論文数など

研究成果に偏りがちな一般的な大学

とは異なる。「なかなか普通の大学で

は難しいことだと思います。こういう

こともスムーズにできているのは、た

ぶん今までの文化というか、積み重ね

でしょう。前の第3代学長の功績に支

えられているところもあるのかもしれ

ません」。

第4代学長としてさらに積み重ねを

していくうえで磯部学長が心がけるの

は「話がころころ変わってしまうので

は誰も信用しないので、よく考えて、同

じことを言い続けること」と言う。また

そこには、「Face to Faceで全学が接

することができる規模」を活かす意識

がある。「私はマンモス大学にいたこ

ともありますが、学長がいて学部が

あって学科があって各先生と、間接的

に伝わっていくと、変なふうに伝わる

ことも多いのです。しかし、この規模

だと直接対話ができる。私は先生の

顔と名前が全て分かるし、一人ひとり

と話して、内容と意図が伝われば理解

してもらえる土壌があります。ただそ

の前提には、Face to Faceで質問され

たときにきちんと答えられる準備が必

要です。それをよく考えるということ

が大事だと思います」。

このような高知工科大学の風土に、

公立化はどのような影響をもたらして

いるのだろうか。磯部学長はまず、私

学の効率性が定着していることを指

摘する。「もともと公設民営という私

立大学の範疇で発足したので、大学運

営を効率的にする文化があります。例

えば意思決定は初めから、教授全員の

教授会ではなく、いわゆる代議員制で

す。4学群の学群長プラス学長、副学

長、特別補佐等10数人の『教育研究審

議会』ですので、非常に早く、思い切っ

た意思決定ができます」。

一方で公立化には、財務経営の自由

度が高まるメリットがあったと言う。

「公立大学法人は、経営的にある程度

安定し、設置者からもある程度独立し

ていますから、新しくやれることが増

えたと思います」。

高知にある公立大学が
目指す国際化

今後の施策としては、「世界一流の

人材の輩出」という基本の方向性に基

づく大学院の強化が挙げられる。修

士への進学率は約30％（工学系）だが、

この数字を上げるとともに、教育内容

も充実させていきたいと言う。

「それを実現するためには、先生一

人ひとりが研究力を持つことが大事

ですから、そこは並行してやっていき

たいと思っていて、学長裁量経費とい

う科目で研究が進んでいる先生をサ

ポートする体制を作っています」。

もう一つの大きなテーマは国際化

だ。博士課程を中心とした留学生教

育の質的向上もあるが、それとは少し

違った文脈の国際化が視野にある。

「例えば、日本国内の製造業に就職し

たとしても、ベトナムに造った工場に

来月から行って下さいというような

ことを言われる可能性が常にある。

工学にせよ、経営・マネジメントにせ

よ、今後どうしても国際化は避けられ

ない状況です」。

こうした想定のもと、国際性を培う

プログラムや、短期海外研修や留学時

の旅費の助成といった支援策を充実

させていくと言う。一例を挙げれば、

夏休みの約10日間、連携協定を結ぶ

海外大学から招いた学生10数名と一

緒に活動する、「国際サマースクール」

がある。教室での勉強に加えて、この

時期に開かれる高知の「よさこい祭」

も一緒に経験し、国際交流とともに改

めて日本の文化への理解も深める。

さらに磯部学長は「冒頭にもお話し

したように、高知県は製造業がやや弱

い。それを強くしていくのも工学系

の大学として一つのミッションだと

思います」と言う。高知県での起業を

増やそうと、大学院に起業マネジメン

トコースを設置。当面は社会人向け

だが、ゆくゆくは学生起業家も育てて

いきたいと言う。

IT産業、特にソフトウエアなら地域

によるハンディキャップはほとんど

ない。磯部学長はそこに可能性を見

出しつつ、「その代わり中国やインド

と戦わなければいけない」とも指摘す

る。経済にも技術にも国境がない時

代、「日本にない大学」という理念が改

めて大きな意味を持つと言えそうだ。

（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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